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【目 的】

大学におけるトレーニングやスポーツ実技の授業

効果に関する研究は多数あるが、その殆どが体力に

関するもので、運動スキルに関するものは少ない。

スポーツ種目の授業で個人のスキル水準を把握す

ることは、授業の前後に同じスキルテス トを実施 し

て、個人のスキルの伸びを評価をするのみではなく、

スキル水準別に授業を展開する上でも有用である。

しかし、スキルテス トのために、多 くの設備や時間

を費やすようでは実用的ではない。

著者はこれまでに大学バ ドミントン授業における

サービスを利用 した簡易スキルテス トを試案するた

めの検討として、バ ドミントン授業を受講 した学生

を対象に調査を行い、バ ドミントン部経験者が未経

験者よリサービスカが高いこと、バ ドミントン部未

経験者であつても運動部経験者の方が未経験者より

サービスカが高いこと、バ ドミントン部経験者であ

つてもその経験年数の多いほどサービスカが高い傾

向にあることなどを明らかにしてきた1)。 また、バ

ドミントン授業でのサービスカと競技力との関係の

検討から、シヨー トサービスに比してロングサービ

スに競技力がよく反映されることを明らかにした2)。

本研究はサービスを利用 したスキルテス トについ

て、授業効果の面から検討することにした。特に、

本報では前報のデータ2)を利用し、バ ドミントン授

業がサービスカに及ぼす効果およびサービスカと競

技力との関係を授業の前後で比較検討を行つた。

【方 法】

1、調査対象

本研究の対象はT大 学 1年 生を対象とした必修の

実技授業で、前期課程 (4月 ～ 7月 )に 開講された

バ ドミントン種目を選択受講 した56名 (バ ドミント

ンのコー トが 8面 あり、 1コ ー ト7名 を前提として

設定された定員)で ある。その中で、今回はサービ

スを利用 したスキルテス トを授業開始時と授業終了

時の両者を受け、且つ競技力を決定するためのシン

グルスゲームのリーグ戦 (以下、SR戦)を 全出席 し

た48名をデータとして採用 した。対象学生の中には

中高等学校でバ ドミントンクラブ等に所属 していた

者が数名含まれていた。

2、 バ ドミントン授業の内容 (表 1)

表 1は 本研究のバ ドミントン授業の内容を簡単に

示している。 1週 目にガイダンス、 2週 目に体カテ

ス ト、 3週 目に種目選択、そして4週 目から各種目

に別れて実技授業が行われた。学内行事による休講

が 1回 あつたため、実際のバ ドミントンの授業は 9

回であつた。

1回 目の実技授業はス トロークとサービスの練習
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後に開始テス トとして 2種 類のサービスを利用 した

スキルテス トが行われ、その成功数の多い順に 1コ

ー トから8コ ー トに、グループ分けを行つた。いわ

ゆる、サービスの成功数の多い者程 1コ ー トヘ、少

ない者程 8コ ー トになるように分けた。 2回 目の授

業から最終授業までは、準備運動の後、おおむね前

半約40分にス トローク練習、後半約40分に試合が行

われた。試合は授業の 2回 目から4回 目に半面コー

ト (図 1参 照)の SR戦、 5回 目と6回 目に通常コー

トのSR戦、 7回 目以降にはダブルスゲームのリーグ

戦が行われた。また 9回 目の最終授業には終了テス

トとして 1回 目と同様のサービスを利用 したスキル

テス トが行われた。

3、 スキルテス トの方法と評価 (図1)

開始テス トと終了テス トで行われたサービスを利

用 したスキルテス トの方法および評価は前報 1,2)と

表 1  本研究での授業内容

週 回数

一  ガイダンス

一  体カテス ト

種目選択

同様である。いわゆる、ダブルスコー トの半面を使

用 して、シヨー トサービス (以下、 Sサ ービス)と

ロングサービス (以下、 Lサ ービス)の 2種 類のサ

ービスを各10本打たせて、それぞれの成功数で評価

した。

今回は、 Sサ ービスとLサ ービスを加えた合計成

功数 (以下、SL合計)お よび開始テス トと終了テス

トを加えた Sサ ービスの合計成功数 (以下、TS合

計)、 開始テス トと終了テス トを加えたLサ ービス

の合計成功数 (以下、TL合計)に ついても検討した。

また、授業におけるサービスの練習は慣れの効果

|←サービステスト→|←シングルスゲーム→|

サービステス トのコー トおよび

半面のシングルスゲームのコー ト

容内

軽く打ち合う、サ=ビ スの練習

*サ ービステス ト (開始テス ト)

(サービス能力順に1～ 8コ ートにグループ分け)

休講

ス トローク練習 :ヘアービン、ハイクリヤー

半面コー トによるシングルスゲームのリーグ戦

(各コー ト上下位 2名づつ入れ替え)

ス トローク練習 :先週の復習、 ドライブ

半面コー トによるシングルスゲームのリーグ戦

(各コー ト上下位 2名づつ入れ替え)

ス トローク練習 :先週の復習、 ドロップ

半面コー トによるシングルスゲームのリーグ戦

(各コー ト上下位 1名づつ入れ替え)

10 ス トローク練習 :先週の復習、スマッシュ

全面コートによるシングルスゲームのリーグ戦

ス トローク練習

先週の残りのリーグ戦

(各コー ト上下位 1名づつ入れ替えて競技力決定)

ス トローク練習とダブルスゲームのリーグ戦

図 1

ス トローク練習とダブルスゲームのリーグ戦

ス トレーク練習とダブルスゲームのリーグ戦

*サ ービステス ト (終了テス ト)

バックバウンダリーライン

14
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を避けるために、試合で行う以外は 1回 目の授業の

みとした。

4、 競技力の評価方法

競技力の評価方法は前報2)と同様である。いわゆ

る、まず開始テス トとして実施された 1回 目の授業

での 2種 類のサービスの合計成功数の多い順に、 1

コー ト7名 として8コ ー トまでのグループ分けを行

つた。その後の半面コー ト (図1)と 通常コー トのS

R戦によって、競技力の高い者ほど1コー トに集まる

ように、毎回コー トの入れ替えを行つた。

半面コー トのSR戦は授業の2回 目から4回 目にか

けて 3回 、通常 (全面)コ ー トのSR戦は 5回 目と6

回目の2週 間をかけて 1回行われた。半面コー トのS

R戦は通常のダブルスコー トを2分 害Jしたコー トで行

つた。 したがって、ダブルスコー ト1面 で 2試合が

平行 して行われた。半面および通常コー トのSR戦で

の各試合は 1ゲーム 5点 先取 り勝とし、各SR戦毎に

順位をつけさせた。ttSR戦の順位は勝ち数の同じ場

合には、得失点差、相手との勝負の優先順位で決定

した。そして、 2回 目と3回 目の授業で行われたSR

戦では上下位 2名 づつを、 4回 日以降が上下位 1名

づつを 1コー トを昇降格させた。ただし、授業の欠

席および見学者はコー トの昇降格を行わず残留とし
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た (欠席者と見学者は調査の対象から省いた)。 し

たがつて、授業が進むにつれ 1コ ー トに競技力の高

い者が、順に低 くな り、 8コ ー トで最も低い者が集

まるようになる。

個々人の競技力の評価は全てのSR戦が終了して

(6回 目の授業)、 コー トを昇降格 した後のコー ト

番号で行つた。

5、 統計的処理

結果の数値は平均値 と標準誤差で示した。対応す

る群間の平均値の差の検定はpaired t―testを、 8コ

ー ト間の平均値の検定は一元配置分散分析を行つた。

いずれも危険率 5%未 満を有意とした。

【結 果】

1、 サービスカの授業効果 (表2)

表 2は サービスの成功数に関して示している。

サービスの成功数の最小と最大をみると、Lサ ー

ビスの最小以外は全て終了テス トで大きくなってい

た。

全体のサービスの平均成功数は、 Sサ ービス、L

サービスおよびSL合計の全て開始テス トより終了時

テス トで大きく、 Sサ ービスとsL合計に有意な上昇

が認められた。

表 2_至 ドミントン授業によるショー トおよびロングサービス各10本 中の成功数の変化 (平均値士標準誤差)
コー ト

の

番号

1

2

3

4

5

6

7

8

全体

最小―最大

例数

(名)

ショー トサーブ ロングサープ ショー ト十ロング
開始テス ト 終了テス ト

(本)   (本 )

開始テス ト 終了テス ト
(本)   (本 )

開始テス ト 終了テス ト
(本)   (本 )

５

６

５

６

７

６

６

７

7.0±0.7  7。6±0。7

6.5±0.8  7.3± 1。0

7.2±0.5  5.4± 0。8

5。8±0.5  5.5± 0.4

5。1±0.4 5。 1±0.8

4.0±0.6  5。7±0.4

3.5±0.8  6.5± 0.6★

3.7±0.6  5.1± 0。5★

7.2±0.5  7.4± 1.1

7.2±0.5  7.3± 0.4

6.0±0.9  6.0± 0.6

5。7± 1.2  5.1± 0.8

5.0±0.6  6.3± 0.5

3.3±1.0  4.5± 0.8

2.7±0。7  3.5± 0。5

2.0±0.7  1。4±0.7

14.2±1.2  15,0± 1.5

13.7±1。0  14。7± 1.2

13.2±0,7  11.4± 1.2

11.5±1。7  10.7± 0.7

10。1±0.6 11.4± 1.2

7.3±1.4  10.2± 0.9

6.2±1.4  10.o± 1.0

5。7± 1。0  6.6± 1.1
48 5.3±0.3  6.0± 0.3★

0-9      2-10

4。8±0。4  5.1± 0。4

0-8      0-lo

10。0± 0.6 11.1± 0.5★

1-17    4-19
F値

有意水準

5.540    2.040 6.383    8.858 8.568     6.162
p<0.001     ns p<0.001   p<0.ool p<0・001   p<0.Ool

コー ト番号は競技力が反映されており、 1コ ー トで競
★
;p<0.05(開 始テス トと終了テス トとの平均値の差の有意水準)

F値および有意水準は8コ ー ト間の分散分析の結果である。
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コー ト別のサービスの平均成功数は、 7コ ー トお

よび 8コ ー トでSサ ービスに有意な上昇が認められ

た。

2、 サービスカと競技力との関係

Sサ ービスとLサ ービスの平均成功数は、開始テ

ス トと終了テス トの両テス トともに競技力の高い 1

コー トから低い8コ ー トになるにつれ少なくなる傾

向がみられ、コー ト間の分散分析の結果、Sサ ービ

スが開始テス トに、Lサ ービスが開始テス トと終了

テス トの両者に有意差が認められた。

また、Sサ ービスとLサ ービスを加えたSL合計の平

均成功数も開始テス トと終了テス トの両テス トとも

に競技力の高い 1コ ー トから低い 8コ ー トになるに

つれ少なくなる傾向がみられ、コー ト間の分散分析

の結果、開始テス トと終了テス トの両者に有意差が

認められた。

分散分析のF値 をみると、開始テス トではSサ ー

ビス、 Lサ ービス、SL合計の順に大きく、終了テス

トではSサ ービス、SL合計、 Lサ ービスの順に大き

かった。Sサ ービスとLサ ービスとの比較では、開

始テス トと終了テス トのいずれもLサ ービスの方が

大きかつた (表 2)。

表 3は 開始テス トと終了テス トを加えたSサ ービ

スの合計成功数であるTS合計、 開始テス トと終了テ

表3 サービス別にみた開始テストと終了テストの計20本中

の合計成功数 (平均値士標準誤差)

コー ト   例数  ショー トサー ビス  ロングサービス

の番号   (名 )    (本 ) (本)

ス トを加えたLサ ービスの合計成功数であるTL合計

について示してある。 TS合 計とTL合計の平均成功数

は、両者ともに競技力の高い 1コ ー トから低い8コ

ー トになるにつれて少なくなる傾向がみられ、コー

ト間の分散分析についても、TS合計とTL合計の両者

に有意差が認められた。また、分散分析のF値 はTS

合計よりTL合計で大きく、それは前述 したSサ ービ

ス、Lサ ービスおよびSL合計と比較 しても最も大き

かった。

【考 察】

1、 スキルテス トの授業効果

サービスの平均成功数は授業の終了テス トのSサ

ービスおよびSL合計で上昇が認められた。 しかし、

コー ト別にみると競技力の低い 7お よび 8コ ー トの

sサ ービスに対 してであつた。これらは授業効果の

反映度がLサ ービスよりはSサ ービスで高 く、特に

競技力の低い者に対 してであることを示唆 している。

サービスの成功数の最小と最大をみると、Lサ ー

ビスの最小以外は全て終了テス トの時点で大きくな

っていた。また顕著な変化ではないものの、Lサ ー

ブビスの成功数にも僅かな上昇がみられていた。こ

の僅かな上昇はサービステス トの試行本数をより多

くすることによつて、それを拡大 して捉えれる可能

性がある。 したがつて、サービスの試行本数の面か

らの検討が必要と考えられる。

2、サービスカと競技力との関係

授業の開始テス トおよび終了テス トでの

sサ ービス、 Lサ ービスおよびSL合計のい

ずれも、 競技力の高いコー トほどサーブの

成功数が多い傾向にあ り、終了テス トのS

サービスを除いてコー ト間に有意差が認め

られた。このことは本研究で実施 したサー

ビスを利用 したスキルテス トがバ ドミント

ンの競技力を評価するテス トとして、妥当

であることを示唆 している。

また、前報2)では授業の終了テス トにつ

て検討 し、 競技力の反映度はLサ ービスに

はあつたが、 Sサ ービスにはみられなかつ

1

2

3

4

5

6

7

8

5

6

5

6

7

6

6

7

14.6±0.9

13.8± 1.6

12.6±0.5

11。3±0.6

10.3±1。0

9.7±0.5

10.0±1.2

8.9±0.9

14.6±1。1

14.5±0.6

12.0±1.5

10.8±2.0

11.3±0。8

7.8±1.3

6。2±0.7

3.4±1.1

全体 48

最小―最大   一

F値 4.265 11.225

有意水準 p<0。01 p<0.001

コー ト番号は 1コー トで競技力が最も高く、順に低くなる。

F値および有意水準は8コ ー ト間の分散分析の結果である。

11.2±0.4

6-18

9.8±0,7

0-17
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た。授業の開始テス トを含めて検討 した本報の結果

では、開始テス トでは Sサ ービス、 Lサ ービスとも

に競技力が反映されていた。しかし、終了テス トに

なるとSサ ービスには競技力が反映されなくなった。

このことは 開始テス トから終了テス トにかけて、競

技力の低い 7・ 8コ ー トのSサ ービスの平均成功数

に有意な上昇が認められ、 Lサ ービスにはそれが認

められなかったことから推察できるが、開始テス ト

の時点でサービスカの低い者ほど終了テス トのSサ

ービスに顕著な伸びがみられたことによるものであ

る。この結果を考慮すると、初心者に対するバ ドミ

ントン技術の向上を把握するテス トとしては、 Sサ

ービスも1つのよい指標になると考えられる。

しか し、コー ト間 (競技力)の 分散分析のF値 に

ついて、Sサ ービスとLサ ービスを比較すると、開

始テス トと終了テス トともにLサ ービスで大きかつ

た。このことはSサ ービスに比してLサ ービスの方

に競技力の反映度が高いことを示唆している。

また、開始テス トのコー ト間 (競技力)の 分散分

析のF値 はSサ ービスや Lサ ービスに比べてSL合計

で最も大きかった。このことはSサ ービスとLサ ー

ビスともに競技力の反映度が高い場合には、両者の

サービスの成功数を加えることによって、競技力を

評価する精度がより高 くなる場合があることを示唆

している。さらに、 開始テス トと終了テス トで実施

したSサービスおよびLサ ービスをそれぞれ加えたTS

合計とTL合計のコー ト間の分散分析のF値 はTL合計

の方が大きく、その値はSサ ービス、 Lサ ービスお

よびSL合計と比較 しても最も大きかつた。このこと

は競技力の反映度の高いサービスの試行本数を多く

することによって、競技力の反映度がより高 くなる

可能性があることを暗示 している。 したがつて、サ

ービスの試行本数の検討が必要と考えられる。

本研究の検討から、授業の開始時に実施されたテ

ス トにおいても競技力がよく反映されていたことを

考えると、このようなサービステス トの結果を利用
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して、その水準別にグループ分けを行い、グループ

毎に課題を決めて授業をすすめていくことも可能で

あると考えられた。その上でも本研究で実施 したサ

ービスを利用 した簡易スキルテス トは有用であると

考えられる。

【まとめ】

本研究は大学生を対象に、バ ドミントン授業の前

後に簡易スキルテス トとしてショー トサービスとロ

ングサービスを各10本打たせて、その成功数から授

業効果および競技力との関係を検討 した。その結果

は次の通 りにまとめられる。

1、授業効果は競技力の低い者に対 してで、特にシ

ョー トサービスに表れやすいが、ロングサービスに

は表れにくい。

2、 競技力はロングサニビスには反映 しやすいが、

ショー トサービスには反映しにくい。また、ショー

トサービスでは授業開始時のテス トより、授業終了

時のテス トの方が反映しにくい。

3、 サービスの試行本数を多 くすることによつて、

授業効果および競技力をより明確に評価できる可能

性があるので、サービスの試行本数の面からの検討

が必要である。
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